
11

コンクリート桁（桁橋)（その他）
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33【橋梁定期点検要領 平成31年3月】

橋梁定期点検（損傷の種類と原因）
■定期点検記録様式（その８）

0. 概要
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コンクリート橋の損傷原因の内訳

・「製作・施工不良」と「防水・排水工不良」は、全判定の約6割を占める。
⇒「製作・施工不良」は、「中性化(製作・施工不良の影響をうけた）」および「初期製作・施工不良」とし

て作成
⇒「防水・排水工不良」は、変状を進行させる要因として各診断セットの損傷メカニズムの中で考慮

・「乾燥収縮・温度応力」は、Ｂ判定に多い（約2割）。
⇒「乾燥収縮・温度応力」は、「施工上の要因によるひびわれ」として作成

塩害

2% 凍結防止剤

1%

製作・施工不

良

33%

防水・排水工

不良

28%

乾燥収縮・温

度応力

19%

品質の経年劣

化

3%

凍害

2%

アルカリ骨材

反応

1%
衝突

3%

その他

8%

コンクリート橋全判定

図-コンクリート主桁・横桁の損傷原因内訳（溝橋を除く)

※  直轄管理の橋梁を対象
※  2014~2020年度に行われた各橋直近の診断結果を集計
※「凍結防止剤」は、所見に「凍結防止」「凍結抑制」と記載がある部材・損傷とした。

塩害

11%
凍結防止剤

4%

製作・施工不

良

46%

防水・排水工

不良

18%

乾燥収縮・温

度応力

4%

品質の経年劣

化

3%

凍害

3%

アルカリ骨材

反応

3%

衝突

0.4%

その他

8%

コンクリート橋C1以上

塩害

40%

凍結防止剤

4%

製作・施工

不良

23%

防水・排水工

不良

14%

乾燥収縮・

温度応力

1%

品質の

経年劣

化

2%

凍害

2%

アルカリ骨材

反応

3%

衝突

1%

その他

10%

コンクリート橋C2以上

橋梁定期点検の結果から損傷原因の内訳を整理

0. 概要
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橋梁診断支援ＡＩシステムでの診断フロー

施工上の要因によるひびわれ初期製作・施工不良

塩害 凍害 ASR

該当する 該当しない

ひびわれ、剥離・鉄筋露出、うき、（漏水・滞水・遊離石灰）

ひびわれ
（漏水・滞水・遊離石灰）

診断①
塩害、凍害、ＡＳＲではないかを診断

診断②
中性化（製作・施工不良の影響をうけた）、
初期製作・施工不良、
施工上の要因によるひびわれではないかを診断

※竣工検査時の見落とし
（かぶりゼロ、ジャンカ、

スペーサーの露出など）

飛来塩 凍結防止剤 内在塩

中性化
（製作・施工不良の影響をうけた）

※例えば、乾燥収縮・温度応力、施工不良

剥離・鉄筋露出
（漏水・滞水・遊離石灰）

該当する 該当しない

うき（漏水・滞水・遊離石灰）

※中性化に対する詳細調査を必要と
する規模の中性化は対象としない。

0. 概要
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１.かぶりが不足

２.中性化により鉄筋に錆が発生

二酸化炭素

アスファルト舗装
配力筋

軸方向鉄筋

橋軸直角方向

断
面
図

中性化領域

かぶり不足

二酸化炭素

アスファルト舗装

橋軸直角方向

断
面
図

中性化領域

鉄筋に錆発生

•中性化が鉄筋近傍に達すると鉄筋の不動態被膜が破
壊され、そこに水分と酸素が供給されることで鉄筋
の表面に錆が発生。

酸素 水分

外観変状無し

外観変状無し

•製作・施工不良によりかぶりが不足
（例 組立筋からかぶりが確保されていない）
•大気中の二酸化炭素がコンクリート内に浸入するこ
とで、コンクリートのpHが低下し、中性化が進行。

組立筋

＜進展のメカニズム＞

組立筋

配力筋

軸方向鉄筋

1. その他_中性化（製作・施工不良の影響をうけた）



77

３.鉄筋が腐食し、うきが発生

４.コンクリートが剥落、鉄筋露出

アスファルト舗装

橋軸直角方向

断
面
図

中性化領域

鉄筋の腐食

かぶりコンクリートのうき

アスファルト舗装

橋軸直角方向

断
面
図

中性化領域

かぶりコン
クリートの剥落

•鉄筋の腐食によってコンクリートにうきが発生。

＜工法例＞部分打替え・鉄筋防錆

•鉄筋の腐食が進行し、かぶりコンクリートが
剥落する。

•コンクリートの剥落が進むと、鉄筋は外気に
曝されるため、さらに腐食が進行する。

＜工法例＞部分打替え、鉄筋防錆

外観変状有り

外観変状有り

酸素 水分

酸素
水分

組立筋

組立筋

配力筋

軸方向鉄筋

二酸化炭素

二酸化炭素

1. その他_中性化（製作・施工不良の影響をうけた）
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５.鉄筋腐食範囲が拡大

断
面
図

•鉄筋の腐食範囲が拡大。
（例 組立筋⇒構造鉄筋に腐食が発生。）

＜工法例＞部分打替え、鉄筋防錆

外観変状有り

アスファルト舗装

橋軸直角方向

中性化領域鉄筋の
腐食進行

かぶりコン
クリートの剥落

組立筋

酸素
水分

配力筋

1. その他_中性化（製作・施工不良の影響をうけた）
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メカニズム
点検における

着目点
（定期点検）

診断に
必須な
詳細調査

診断の決め手
となる情報

（措置方針の判断根拠）

追加
情報

対策
区分
判定
（案）

措置の方針 工法例

外
観
変
状

無
し

1.かぶりが不足
ー ー ー ー ー ー ー

2.中性化により鉄筋
に錆が発生 ー ー ー ー ー ー ー

外
観
変
状

有
り

3.鉄筋が腐食し、う
きが発生

・漏水
・錆汁の有無
・遊離石灰
・コンクリート

のうき ー

・漏水
・錆汁の有無
・遊離石灰
・コンクリートのう

き

・水の供給がない
・前回点検時と比べて変状の進行は見
られない、あるいは緩慢
・組立筋の腐食

Ｂ
長寿命化
（鉄筋の防食）

部分打替え・鉄筋
防錆

・水の供給がある
・錆汁や遊離石灰がある
・前回点検時と比べて明らかに変状が

進行
Ｃ１

長寿命化
（鉄筋の防食）

4.コンクリートが剥
落、鉄筋露出

・漏水
・コンクリート

が剥落
・腐食鉄筋の露

出
・鉄筋の断面減

少
ー

・漏水
・コンクリートが剥

落
・腐食鉄筋の露出
・鉄筋の断面減少

・水の供給がない
・前回点検時と比べて変状の進行が見
られない、あるいは緩慢
・組立筋の腐食

Ｂ
長寿命化
（鉄筋の防食）

部分打替え・鉄筋
防錆

・水の供給がある
・前回点検時と比べて明らかに変状が

進行
Ｃ１

長寿命化
（鉄筋の防食）

・耐荷力が低下していると考えられる
鉄筋の断面減少が生じている Ｃ２ 延命

（鉄筋の防食）

5.鉄筋の腐食範囲が
拡大

・漏水
・コンクリート

が剥落
・腐食鉄筋の露

出
・鉄筋の断面減

少

ー

・漏水
・コンクリートが剥

落
・腐食鉄筋の露出
・鉄筋の断面減少

・水の供給がある
・前回点検時と比べて明らかに変状が

進行
Ｃ１

長寿命化
（鉄筋の防食）

部分打替え・鉄筋
防錆

・耐荷力が低下していると考えられる
鉄筋の断面減少が生じている Ｃ２

延命
（鉄筋の防食）

＜点検、診断の着目点と措置の方針＞

注 第三者被害の恐れがある構造物に対しては、剥落防止対策も合わせて検討する必要がある
注 水の影響がみられる場合は、防水対策も併せて検討する必要がある

診断セット【コンクリート桁（桁橋)_その他_中性化（製作・施工不良の影響をうけた） 】
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対策区分判定（案） 各損傷の進行度（メカニズム）に対して対策区分を当てはめた理由 不足する情報

（A）

〈理由〉
・定期点検で知りうる範囲では、変状が認められない状態。

－
〈例〉
・変状がない状況。

B

〈理由〉
・変状があり補修の必要があるものの、直ちに補修するほど緊急性はなく、次回定期点検まで放置しても構
造物の安全性、耐久性が著しく損なわれることはない状況。

・前回からの変化の詳細〈例〉
・前回点検時と比べて変状が進行していない。
・水の供給がない。
・部分的なコンクリートのうき、剥離、鉄筋腐食でとどまっている。
・組立筋の腐食

C1

〈理由〉
・次回定期点検まで放置すると変状が進行し、構造物の安全性や耐久性の低下、交通機能への影響が懸
念される状況であり、予防保全の観点から補修が必要と判断できる状況。

・前回からの変化の詳細
〈例〉
・前回点検結果と比較して変状が明らかに進行している。
・水の供給がある。
・錆汁や遊離石灰がある。
・コンクリートのうき、剥離、鉄筋の腐食が生じているが小規模であり、耐荷力に直ちに影響を及ぼさないと
判断できる状況。

C2

〈理由〉
・次回定期点検まで放置すると変状が進行し、構造安全性(耐荷力）の低下が懸念されるため、補修が必要
と判断できる状況。

・前回からの変化の詳細〈例〉
・コンクリートのうき、剥離、鉄筋の腐食が広範囲に生じており、鉄筋の断面減少により耐荷力が低下してい
る可能性が高いと判断できる状況。

各損傷の進行度（メカニズム）に対して対策区分を当てはめた理由
診断セット【コンクリート桁（桁橋)_その他_中性化（製作・施工不良の影響をうけた） 】
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変状の状況 点検における
着目点

（定期点検）

診断に
必須な
詳細調査

診断の決め手とな
る情報

（措置方針の判断根拠）

追加
情報

対策
区分
判定
（案）

措置の方針 工法例

外
観
変
状

有
り

剥離、鉄筋露出 ・かぶりがゼロ
・ジャンカの有無
・スペーサーが露出
・漏水
・腐食鉄筋の露出
・鉄筋の断面積減少

ー

・かぶりがゼロ
・ジャンカの有無
・スペーサーが露出
・漏水
・腐食鉄筋の露出
・鉄筋の断面積減少

・水の供給がない
・前回点検時と比べて変状の進行が見
られない、あるいは緩慢 Ｂ

長寿命化
（劣化部の除去、
鉄筋の防食）

部分打替え・鉄筋
防錆

・水の供給がある
・前回点検時と比べて明らかに変状が
進行 C1

長寿命化
（劣化部の除去、
鉄筋の防食）

・耐荷力が低下していると考えられる
鉄筋の断面減少やジャンカが生じて

いる C2

延命
（劣化部の除去、
鉄筋の防食）

＜点検、診断の着目点と措置の方針＞

注 第三者被害の恐れがある構造物に対しては、剥落防止対策も合わせて検討する必要がある
注 水の影響がみられる場合は、防水対策も併せて検討する必要がある

診断セット【コンクリート桁（桁橋)_その他_初期製作・施工不良 】
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対策区分判定（案） 各損傷の進行度（メカニズム）に対して対策区分を当てはめた理由 不足する情報

（A）

〈理由〉
・定期点検で知りうる範囲では、変状が認められない状態。

－
〈例〉
・変状がない状況。

B

〈理由〉
・変状があり補修の必要があるものの、直ちに補修するほど緊急性はなく、次回定期点検まで放置しても構
造物の安全性、耐久性が著しく損なわれることはない状況。

－
〈例〉
・前回点検結果と比較して変状が進行していない。
・水の供給がない。
・部分的なコンクリートの剥離、鉄筋腐食でとどまっている。

C1

〈理由〉
・次回定期点検まで放置すると変状が進行し、構造物の安全性や耐久性の低下、交通機能への影響が懸
念される状況であり、予防保全の観点から補修が必要と判断できる状況。

－
〈例〉
・前回点検結果と比較して変状が明らかに進行している。
・水の供給がある。
・錆汁や遊離石灰がある。
・コンクリートの剥離、鉄筋の腐食が生じているが小規模であり、耐荷力に直ちに影響を及ぼさないと判断
できる状況。

C2

〈理由〉
・次回定期点検まで放置すると変状が進行し、構造安全性(耐荷力）の低下が懸念されるため、補修が必要
と判断できる状況。

－〈例〉
・コンクリートの剥離、鉄筋の腐食が広範囲に生じており、鉄筋の断面減少やジャンカにより耐荷力が低下
している可能性が高いと判断できる状況。

各損傷の進行度（メカニズム）に対して対策区分を当てはめた理由
診断セット【コンクリート桁（桁橋)_その他_初期製作・施工不良 】
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変状の状況
点検における

着目点
（定期点検）

診断に
必須な
詳細調査

診断の決め手
となる情報

（措置方針の判断根拠）
追加情報

対策
区分
判定
（案）

措置の方針 工法例

外
観
変
状

有
り

ひびわれ ・漏水
・遊離石灰の有無
・錆汁の有無
・コンクリート

のひびわれ
ー

・漏水
・遊離石灰の有無
・錆汁の有無
・コンクリート

のひびわれ

・水の供給がない
・前回点検時と比べて変状の進行

が見られない、あるいは緩慢 Ｂ

長寿命化
（劣化因子の
遮断）

ひび割れ補
修

・水の供給がある
・前回点検時と比べて明らかに変

状が進行
・遊離石灰や錆汁がみられる

Ｃ１

長寿命化
（劣化因子の
遮断、鉄筋の
防食）

鉄筋防錆
部分打替え

＜点検、診断の着目点と措置の方針＞

注 第三者被害の恐れがある構造物に対しては、剥落防止対策も合わせて検討する必要がある
注 水の影響がみられる場合は、防水対策も併せて検討する必要がある

診断セット【コンクリート桁（桁橋)_その他_施工上の要因によるひび割れ 】
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対策区分判定（案） 各損傷の進行度（メカニズム）に対して対策区分を当てはめた理由 不足する情報

（A）

〈理由〉
・定期点検で知りうる範囲では、変状が認められない状態。

－〈例〉
・変状がない状況。

B

〈理由〉
・変状があり補修の必要があるものの、直ちに補修するほど緊急性はなく、次回定期点検まで放置しても構
造物の安全性、耐久性が著しく損なわれることはない状況。

－〈例〉
・前回点検結果と比較して変状が進行していない。
・水の供給がない。

C1

〈理由〉
・次回定期点検まで放置すると変状が進行し、構造物の安全性や耐久性の低下、交通機能への影響が懸
念される状況であり、予防保全の観点から補修が必要と判断できる状況。

－
〈例〉
・前回点検結果と比較して変状が明らかに進行している。
・水の供給がある。
・遊離石灰や錆汁がある。

各損傷の進行度（メカニズム）に対して対策区分を当てはめた理由

診断セット【コンクリート桁（桁橋)_その他_施工上の要因によるひび割れ 】
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